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　從來尋常性天萢瘡は発生原因の不明な皮膚疾患
として知られている。今回本症の貴重な剖槍例を
得たが病理解剖並びに組織学的槍査の結果，各内
分泌臓器に著明な病変を認めたのでこれを報告し
その発生機幅を考察してみたい。
症 例
　　】．臨床事項
　患者は67オ男，i置傳素因，既往歴に特記することはな
い。
　現症歴1　26年5月中旬に両上阪に療痒を俘う水心が
した6次第に水庖は数を堰し破裂して康瀾面或いは痂皮を
散発形成し乍ら全身に及んだ。全身衰弱加わD7万？5日
入院した。
　臨肱所見並に経過：　局所にはマーキュロチンク油塗布
を行い，副腎皮質製剤及びV．　C，注射の際は一噂水庖は減
少したが入院後1；型間で全身衰弱甚しく下痢を來たし8月
1日に死亡した。
　主要なる臨肱楡査：　ワ氏反鷹〔→，赤血球数314万，白
血球数7，SOO，血色素量65％好中球42％，中性｛・ll乱状白血
葦臆13％，　好F俊甥ミ6％，　リンパ到ミ35％，　翠球7％，　Thorn，s
test滅少傘22％，血清中Na／K＋10］．27。尿量300cc，比
重1，0？5前後，蛋白及び糖〔一），ウロビリノーゲン（概沈液
を認めない。
　新しい水庖内容は清澄で好中球⑯，好酸球（一1－1），箪球少々，
シャル＝ライデン結晶㈲，細菌は塗沫及び培養共に陰性。
ヨードカリ貼布試wa　15％，30％共に陰性であった。
　　2，病理解剖所見
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　病理解剖学的診断：1）全身皮膚の水石及び痂皮形成
（天庖瘡）2）胸水及び腹水3）肝，心，脾の萎緬4）肉董勉肝
5）心筋，肝の実質変性　6）畷水腫　7）廻腸の憩室形成　8）
中等度アテローム性動脈硬化症　9独回虫
　一般所見＝　中等大体絡の男子で著しく爆ぜている。全
身の皮慮は著しく汚繊な外観を呈し到る処に鋼赤色の色素
沈着及び灰白黄褐色の痂皮を認め且つ落葉状落暦を件って
いる。また畦豆大から鶏卵大に及ぶ水回が全身性に散在し
ている。水捌の破裂により所々に粟四面も見られ背部では
殊に著明である。腰都を中心に1個の難卵大の浅い褥瘡が
見られる。
　胸腔臆見：　胸腺は脂肪性に変化している。胸腔内には
左方700ce，右方500　ceの黄色透明の液体を容れる。
　左肺420g，右肺570gで両肺はほぼ同様の所見を示し空
氣含有量はやや多いが著変はない。右肺の氣骨支粘膜は軽
度に充血し肺門部のリンパ節は小指頭大から碗豆大に腫脹
しているが割面には炭粉沈着があるのみである。
　羅臼，心嚢内には少量の黄．色透明の液体を容れる。外膜
下脂肪組織は可戌り減少しゼリー状に変化し右房のみはや
や拡張し心重量は230gである。起始部大動臓の内膜には
異常がない，　：左室心筋の厚さは15mmで褐赤色を呈し割
面はやや潤濁している。
　腹陛内所見：　腹腔内には300ceのやや澗濁・した黄色の
液体を容れている。腹壁1腹膜及び腸漿膜は』IS滑で光沢があ
り，腸間膜リンパ節は腫脹していない。大綱膜は脂肪に乏
しいD
　肝臓重量は750g，表面は淡紫褐色で線維禦片で覆われ
ている。硬度は軟，割面は暗赤色で肝小葉像は明瞭である。
胆嚢及び胆轡に変化はない。
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第1．図右上li＃及び側胸都皮膚病変を示す。
　脾職30g，被膜は緊張なく一部は白色の線維性紫片で覆
われる。割面は血量に富み脾髄は僅かに刀で掬取され濾胞
は認め難く脾材は可成りよく’発reしている。
　腎臓，里離は重量200　g，両腎はほぼ同様の所見を示し
表面は亭滑で割面では皮下問の境界は明瞭で著変はない。
　副腎，攻貝は脂質に乏しく髄質は正常に発達している。
　胃は調色粘液性の液体を容れ粘膜は軽度に充血している。
　腸，廻腸のほぼ中間部に小｝旨頭大の憩室を認める以外粘
膜に異常がない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　胸腹：部大：動脈内膜には中等度のアテローム様変化を認め
る。
　頭蓋陛内所見＝　隅脊髄液の量は正常，1麗麗：量は1，360g
で一般に軽度の水腫1閃懸鯛を認める以夕トに異常はない。畷
下垂体の重量は0．5gである。
　　3．槍鋭所見
　心繊，心夕卜膜直下にかなり強いリンパ球の浸潤を認め，
心筋には高度の浩耗性色素の沈着が見られる。
　肺臓：　充血…皆明，小血管周辺にリンパ球及びプラスマ
細胞の浸潤を認める。氣誇支はカタル性炎の像を暴し，肺
は拡張性で所によっては肺胞内に少数の大鑑核細胞が散見
される。その他間質内に炭粉沈着を認める。
　腎臓：　細尿轡及び糸男体は共に萎縮性で細尿管上皮殊
に主部では原形質の穎粒状崩解があり，腔中に蛋白質機物
エ｛を認める。問頁血轡は部分的に拡張する。
　脾臓：　萎縮と轡血を認める。
　肝臓：　肝細胞はi萎縮性で多量の沿耗性色素を含みクツ
ペル星紬胞は腫大している。
　騒：実質は水腫性で特に血‘翫r囲のウィルビョゥ・ロ
ビン腔は拡張し紳経細長包周囲に廣い空隙を認める。また瀞
経細胞は萎縮性で褐色色素の沈着を認める。
　皮庸1　組織学的所見は肉眼的所見に一致して一見かな
り複雑多岐に亘る標に見えるが病変の発生順序に一定の経
過を辿ることが出來る。即ち病変はまず表皮と眞皮間の水
庖形威，周囲組織の水腫及び細胞浸潤に始まり滲出液を含
む水庖の崩壌によb表皮暦は遊離脱緩して眞皮層は露出す
るという形成をとっている。病変初期と思われる所では翼
皮乳頭暦の結合織は軽度の水煙様弓懸化を示し結合織細胞
及び毛細胞軸壁細胞は共に腫大し少量の白血球，膿球の浸
潤を認める。表皮暦は萎縮性で基底細胞暦の一部に小論泡
を認める。更に進むと旧訓：上暦は水腫により結合織は多数
の網目を造η好酸球，好中球の浸潤を認め，更に水庖陛内
に多量に滲出集積する。紬胞浸潤は翼皮暦に限局し皮下組
織にまで達しない。表皮暦はますます萎縮し細い索状とな
る。表皮：層の眞皮とまだ開離しない所は表皮細胞特に有棘
細胞に空泡形成が見られる所があるし，一方表皮層の剥離
脇落によって水帖を起した眞皮乳頭部の露出している所も
ある。やや陳旧と思われ’る水庖形成では剥離した衷皮の各
細胞は腫大し核は淡湖し，表層は肥厚してみえる。面皮の
水庖に接する面では微細線維が増加しその深部に結合織細
胞及び毛細胞嘗の糟殖，これに好酸球，好中球及び組織球
が混じて肉芽組織様構造をとっている。小血管壁は微細線
維状に膨化するがフイブリンの析IHは少量ρ様に見える。
炎症は皮下組織に達し皮脂腺周囲に少量のリンパ球，プラ
スマ細胞の浸潤を認める。この榛な二二形成の聞に介在す
る表皮屠は不規則に肥厚し表皮突起が軽度に延長した所や
或いは表皮暦は乾燥痂皮状をなし自己結合織も共に萎縮性
な部分も見られる。
　内分泌騰器：　H．Ii】．染色と今氏一反鷹B法による所見
潔ゴ
第2図タト皮所見，表皮と眞皮暦のIMの水萢形成
が見られ，滲出細胞は殆ど好酸球である佐上端）
置皮暦の著明な水腫と表皮基底紬胞暦の水匝様粗
懸が見られる（右）。
354 辻見・小島一尋常性天庖瘡の1剖検例 札幌医誌1952
を蓮べる。
　畷下垂体（前葉）＝　変性細田はかなり著明である。殊に．
被膜に接する部位では著明で四脚構造は不明瞭で各種細胞
の鎌別は殆ど不可能である。原形貧は崩解して殆ど裸紛状
をなして箸集するため一見円形紬胞浸潤の女Ilく見える。内
部では問質結合織はヘマトキシリンに淡青翻し腺紬胞のエ
オジン及び塩；構嗜好系軍職共に酉例は乱れ，卿診箕は空泡状
となり固有穎粒は不鮮明である。銀反鷹より「見ると銀穎粒
は黄色乃至褐色の所と黒聾するものがあるが全体的に見て
銀反慮の程度は弱い。
　甲状腺二　萎縮甚だしく各濾胞は紺少し月．つまた問質結
合織の増殖によって荒廃している。翫胞内の正常膠娠物質
は殆ど浩失し少量の順粒状物rfを認めるに過ぎない。濾胞
上皮細胞内に補色色素の沈着をTl、L、める。この．色素は銀反慮
により褐色の粗大穎粒として見られる。
　脾職：　実致系剛包は萎縮性，閥質結合織の増力口を認める。
ラ短躯はこの実質中に散見せられるが同様萎縮性で，かな
りの大小不同が見られ，小なるものは数個の細胞よりなる。
各腺細胞は空泡｝i犬間隙によって疎開し原形致も水1重状に崩
解している。銀反雁ではう氏晶細胞に一致して微細な褐色
穎粒を少量認めるに過ぎだい。
　副腎：　皮質は高度の萎縮により葬薄となり網状暦では
多量の黄褐色色素の沈着を認める。Suda’n　lll染色では脂
肪は殆ど清失し褐色色素が染色されるのみである。髄質も
水腫性粗懸となb，髄質細胞も萎紺性であるが皮質より遙
かに軽度である。今風銀反懸によ吻姫f及び髄質共に銀反
謄は低下し殊に皮質において著しい。
　畢丸：　曲細精轡を構成する各種精上皮細胞は著明な萎
第3図樹令，各曲細精讐の精細胞の著明な萎縮
と轡壁の肥厚を示す。
績によって殆ど正常精上皮を認め得ないし，またその数の
減少が著しく精子形威は殆ど見られない。管陛の内側に少
数の不規則な系田胞を認め，紬精管壁は硝子様状に肥厚し，
問質細胞は減少し，多量の黄色色素を有している。
第4図　甲状腺，腺組織は著しく荒廃しlriL’（は水
腫性に膨化する。濾胞は曲曲し，コロイドは穎粒
状に見える。濾胞一ヒ皮は褐色素の沈着によって黒
色の索状に見える。右上方の球状に見えるのは脱
落上皮の集團である。
考　　按
，
　上記の如く病理解剖及び組織学的所見を要約す
ると諸種内臓器組織に消耗萎縮が認められるが，
これぽ一部は本疾患のためであり，一部は老齢の
ためとも考えられる。しかし特に張調せらるべき
ことは各種内分泌腺系統における高度の萎縮性乃
至変性々変化である。勿論老衰及び本疾患による
二次的変化によることも念頭におかねばならない
が，從來の経瞼からすればあまりにも著明である。
現在轟轟瘡なるものは全く原因不明で傳染論，1帥
経読，新陳代謝障碍論及び内分泌異常論難がある
がまだ定論はない。木根淵，望月1）はヂユーリン
グ萢ナりこ皮膚炎）．大西2）は落葉露天癒瘡，北村3）は
尋常性天庖療，鈴江4）は尋常性犬疸瘡の病理解剖
で内分泌腺にそれぞれ著明な変化を認めている。
その他の臓器の剖槍所見としてはJadassohn5）の
Handbuchに諸家の報占34例についての記1伐が
あるが，本症に特有な合併をみることが出來ない
と報告されてV・る。さてこうしてみると，内分泌
1）木根淵簿吉。望月正：病理学雑誌，1，102（1942），
21大西基四夫二皮性誌，55，356（1944）．
3）aヒ村銀二：皮膚と泌尿，10，305（昭17）．
4）鈴江懐：診療の実際，1，193（昭25）．
5）　Jadassohn，　」．：　Handbueh　der　Haut一　u，　Gesehle－
　chtskrh．，　VII／2，　454　（1931）．
?
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臓器に見られた変化は軍に老人性変化として片付
けるわけにはゆかなV・。臨llイ（的にThorn’s　testに’
よって副腎機能低下を認め副腎皮質製剤投與によ
って一一時的に水萢が減少したことは内分泌との関
係を示唆するものである。鈴江も特に副腎皮質の
変化を張調し萎縮　リポイドの減少を指摘し本症
の発生に密接な因果関係のあるととを予想してい
る。余部の例では程度的弟異はあるが萎縮はすべ
ての内分泌腺に見られ殊に畢丸，甲欣腺に著明な
ことは前下した。殊に銀反慮について見ると丸、
山6）の人休内分泌腺における面面出田慮の研究に
照らして見ると明かに減弱していることがわかる。
今回銀反慮は機能の形態学的表現とすれば，その
減弱は機能減退の一つの論拠となるものである。
さて次に本症の皮膚の水萢性変化の性状を如何に
考えるべきかとV・う陶題がある。水疸内容ぽ好中
球，好酸球，軍畑及びフィブリンを含みシヤルコ・
ライデン結品を含むもので明かに輩なる濾出液に
零る水腫でなく炎症の性格をもつた滲出液である。
また組織学的変化も同様な細胞浸潤殊に血管周囲
にリンパ球，プラスマ細胞，血管壁膨化等普通に
みられる細菌性炎症より遙かにアレルギー性：炎に
近い。殊に滲出液中の好酸球，シヤルコ，ランfデ
ン結晶等ぽ氣管支喘息の喀疫1性歌と共通性がある
ことに興味ある。これ等を総合的に考えると内分
泌腺の高度萎：縮が皮膚の脆弱性素因を造り更に第
2の原因によリアレルギー性類似の滲出性皮膚炎
を起したと考えれば一一慮の筋道が通るよろである。
しかしこれ等の原因についてはこの症例のみから
は説明し得なV・。
結　　論
　本例は67才の男性に発病した尋常性天疸瘡の1
例で，病理解剖学的に諸内分泌臓器に著明な変化
を認めた。これが本症の発生に重要な役割を演ず
るものと思考される。
Summary
　　An　autopsy　case　of　pemphigus　vulgaris　was　presented’　in　which　marked　changes　of　endocrine
glands　were　observed，　and　the　relationship　between　the　disease　and　the　changes　of　endocrine
glands　was　discussed・　一
　　A　man，　aged　67，　had　noticed　characteristic　vesicles　beginn｛ng　to　appear　on　both　upper　arms
and　then　spreading　over　the　body　surfaces・　The　administration　of　adrenal　cortex　preparation　and
vitamine　C　had　been　effective　for　a　time・　Wassermann’s　reaction　was　negative．　Reductton　rate
of　Thorn’s　test　was　22　per　cent．　Vesicle　fluid　was　clear　and　contained　neut’rophilic　and　・eosino－
philic　leucocytes，　mononuclear　cells，　Charcot－Leyden’s　crystals　and　no　bacteria．
　　The　pathologic－anatomica正and　histological　findings　of　this　case　were　as　follows；pemphigus；
hydrothorax　duplex；　bronchopneumonia　；　brown　atrophy　of　heart　muscles　ic　nd　pericarditis　；　atrophy
of　spleen　；　brow．n　atrophy　of　liver　；　degeneration　and　atrophy，　ic　nd　reduction　of　Kon’s　silver　reaction？
of　endocline　glands，　especially　of　thyroid　gland　and　teste＄，　．
6）丸山：北海道医誌，16，1S87，2176〈193S）．
